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医学系研究実施のお知らせ 

 
医学系研究「上下顎骨切り術後の嗄声に関する臨床的検討」に関する 研究実施のお知

らせについて 
 

当院では、最適な治療を患者さんに提供するために、病気の特性を研究し、診断法、

治療法の改善を目指す医学系研究を行なっています。そのような医学系研究の一つとし

て、この研究も行われております。 
 このお知らせ文は、この研究の実施について皆様に知っていただき、研究内容を正

しく理解していただくと同時に、対象者となられる方が研究不参加を望まれる場合には

その意思表明をしていただくためのものです。 
 今回の研究の実施にあたっては、福岡学園倫理審査委員会の審査を経て、研究機関

の長（福岡学園理事長 水田祥代）より許可を受けています。この研究が許可されてい

る期間は 2026 年 3 月 31 日までです。 
 
1. 研究の対象となる方の条件 
福岡歯科大学医科歯科総合病院で 2019 年 9 月 1 日から 2022 年 7 月 31 日の間に歯

科口腔外科上下顎骨切り術を受けられた患者さんを対象にします。情報は匿名化される

ため、対象となった患者さんを特定できる情報が外部に出ることはありません。 
この研究において、ご自身の診療情報や試料等が利用されることを望まれない場合は、

お手数ではありますが、下記相談窓口の担当者連絡先まで、ご一報ください。 
 
2. 研究の目的や意義について 
術後に生じる嗄声は全身麻酔下手術の合併症の一つであり、手術当日の発生率は約

50％、７日後の発生率は約１％と報告されています。上下顎骨切り術は手術時間が長く、

頭頚部に操作が加わるため、術後嗄声のリスクは高いと考えられますが、これまで上下

顎骨切り術後の嗄声の発生率について調べた研究はほとんどありません。 
本研究では 2019 年 9 月 1 日から 2022 年 7 月 31 日にかけて福岡歯科大学医科歯科

総合病院で行われた歯科口腔外科上下顎骨切り術を調査し、術後嗄声の発生率、原因、

予後、リスク因子を明らかにすることを目的としています。 
 

3. 研究の方法について 
この研究を行う際は、対象となる方の診療録より下記の情報を取得します。 
〔取得する情報〕 
年齢、性別、身長、体重、術前合併症、術前気道評価、気管チューブの種類およびサ

イズ、挿管方法、挿管施行回数、気管チューブ挿入長、気管チューブ挿入鼻腔（右・左）、
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手術時間、出血量、輸血量、挿管時間、麻酔科術後診察時の嗄声の有無、術後耳鼻科受

診の有無、耳鼻科診断名、気管チューブ位置、胃管の有無、嗄声の有無、嗄声の程度、

喉頭病変の有無、喉頭病変の種類、治療法、経過  
 
4. 試料や情報の管理について 
この研究において研究対象者から得られた情報は、研究終了後、福岡歯科大学診断・

全身管理学講座麻酔科学分野において同分野教授の池田水子の責任の下、10 年間保存

した後、研究用の番号等を消去し、廃棄します。 
 また、この研究で得られた試料・情報は、将来計画・実施される別の医学研究にと

っても大変貴重なものとなる可能性があります。その場合、前述の期間を超えて保管し、

将来新たに計画・実施される医学研究にも使用させていただくことがあります。その際

には、改めて倫理審査委員会において研究計画の倫理審査を受けます。承認されました

ら研究計画について情報公開した後に研究を実施いたします。 
 
5. 研究に関する情報や個人情報の開示について 
この研究に参加してくださった方々の個人情報の保護や、この研究の独創性の確保に

支障がない範囲で、この研究の研究計画書や研究の方法に関する資料をご覧いただくこ

とができます。資料の閲覧を希望される方は、ご連絡ください。 
 
6. 研究の実施体制について 

研究実施場所

（分野名等） 
学校法人 福岡学園 
福岡歯科大学医科歯科総合病院 歯科麻酔科 

研究責任者 福岡歯科大学 診断・全身管理学講座麻酔管理学分野 教授 

池田 水子 
 

7. 相談窓口について 

この研究に関してご質問や相談等ある場合は、下記担当者までご連絡ください。 

事務局 
（相談窓口） 

福岡歯科大学 診断・全身管理学講座 麻酔管理学分野  
教授 池田 水子 
連絡先：〔TEL〕092-801-0411（内線 8114、8769） 
     〔FAX〕092-801-0459 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：ikedam@fdcnet.ac.jp   

 
（作成日：2022 年 3 月 9 日 最終修正日：2025 年 1 月 7 日） 
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